
静岡県における居住地校交流の推進に関する研究

特徴

交流及び共同学習の充実をサポートするために作成されたチェックリストを活用し、居住地校交

流を実施する通常の学級担任の意識の変容と実施に当たっての要点に焦点を当て、特別支援学

校と小・中学校が協同して交流及び共同学習を推進していくための具体的な方法を探った研究で

す。

活用していただきたい方

・ 特別支援学校の先生

・ 小・中学校の通常の学級担任の先生

研究成果の活用

表１ 交流及び共同学習についてのチェックリスト（一部抜粋）
このチェックリストは、
主に小・中学校の通
常の学級の先生を対
象に作成されていま
す。

このチェックリストは、
主に小・中学校の通
常の学級の先生を対
象に作成されていま
す。

交流及び共同学習の
準備から当日の実施、
事後の学習や評価と
いった、時間的な流
れやまとまりを考慮し、
５領域18項目で設定
されています。



１．体制整備 ： （1 -1）園内・校内の支援に係る体制整備

５．交流及び共同学習 ： （1 -1） 交流及び共同学習の実施のための具体的な取組

（1 -2）障害のある人との交流と理解啓発

この研究では、居住地交流の意義を踏まえた実践ができるように、チェックリストを活用して小・中学校

の学級担任の意識調査、事前打合せの充実による、学級担任の意識の変容、居住地校交流の好事例の

整理を行っています。

＜研究１＞では、居住地校交流を実施する小・中学校の学級担任がどのようなことを重要と考えている

のか、また、実施が難しいと思っているのかを把握しています。

＜研究２＞では、事前打合せを充実させることにより、居住地校交流を実施する小・中学校の学級担任が、

より上手くいったと感じる居住地校交流が実施できたかどうかを検証しています。

＜研究３＞では、居住地校交流の具体的な実践事例を、チェックリストの各項目を整理することで、特別

支援学校との交流及び共同学習の「好事例」を具体的に示しています。

*インクルーシブ教育システム構築の観点は、国立特別支援教育総合研究所横断的研究「我が国におけるインク
ルーシブ教育システムの構築に関する総合的研究」で検討したインクルＣＯＭＰＡＳＳの観点を規準にしています。

研究の内容と主な成果

インクルーシブ教育システム構築との関連性

詳しい内容
は報告書を
ご覧下さい

通常の学級担任は、
交流及び共同学習に
関して高い意識を持っ
ているが、満足のいく
実践が行われていな
い現状が明らかになっ
ています。

図１ 実施状況において「十分うまくいっている」「まあまあうまくいっている」、重
要度において「とても重要である」「まあまあ重要である」と回答したものの比較

チェックリストを活用し
て事前打合せをおこ
なったことで（Ａ群）、
居住地校交流の実施
状況（十分にうまくいっ
ている、まあまあうまく
いっている）の数値が
上昇しています。

図２ チェックリストを活用して事前打合せを実施したＡ群の変化
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